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〈
短

信
〉

契
沖
の
五
種
言
説
と
「
弁
顕
密
二
教
論」

井
野
口

孝
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『
首問
葉
代
匠
記」

初
稿
本
惣
釈
に、

契
沖
の
言
語
観
を
明
確
に
示
し
た
と
思

わ
れ
る
次
の
よ
う
な
一

節
が
あ
る。

ω
易
繋
辞
云。

子
日、

書
不
尽
きロ、

E

不
尽
意。

然
則
聖
人
之
意、

其
不

可
見
乎。

子
日、

聖
人
立
象
以
尽
意、

設
卦
以
尽
情
偽、

繋
辞
以
尽
其
言、

変
而
通
之
以
尽
利、

鼓
之
舞
之
以
尽
神。
こ
の
中
に
書
不
尽
言、

E

不
尽

意
と
い
ふ
は、

釈
摩
詞
桁
論
の
五
種
言
説
の
中
の、

相
と
夢
と
妄
執
と
無

始
と
の、

四
種
の
言
説
の
真
理
に
契
当
せ
さ
る
か
こ
と
し。

聖
人
立
象
と

い
ふ
よ
り
下
は、

第
五
の
如
義
言
説
の
能
真
理
を
説
か
こ
と
し。

此
意
を

得
さ
る
も
の、

内
典
外
典
と
も
に
至
極
に
い
た
り
で
は、

言
語
を
離
た
り

と
の
み
お
も
へ
る
は、

を
の

/\
そ
の
奥
義
を
き
は
め
さ
る
な
り。

和
寄

も
ま
た
こ
れ
に
准
す
へ
し。

よ
ろ
つ
の
奥
義
は
誰
か
は
き
は
む
る
人
あ
ら

ん。

此
理
あ
り
と
信
し
て、

い
つ
は
り
を
す
て
〉
、

心
の
を
よ
ふ
所
ま
こ

と
に
つ
か
は、

神
明
も
こ
れ
を
う
け
た
ま
ふ
へ
し
(
岩
波
版
「
全
集』

第一

巻
m
頁)

吉
川
幸
次
郎
『
読
書
の
学』
(
筑
摩
書
房
刊。

昭
和
印
年。

叩
頁)
は、

こ
の
一

節
に
注
目
し、
「
儒
仏
の
『
奥
義」、

歌
の
『
奥
義」、

み
な
言
語
に
よ
っ
て
の
み

顕
現
さ
れ
る
の
で
あ
り、

言
語
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に、
『
奥
義」
は
あ
り
得
な
い
」

こ
と
を
契
沖
が
謙
虚
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
が、

私
が
注
意
を
喚

起
し
た
い
の
は、

契
沖
が
「
釈
摩
詞
術
論」
(
龍
樹
造・
筏
提
摩
多
訳)
に
み
え
る

どんぜっ

「
五
種
言
説」
に
言
及
し、

そ
の
中
の
「
知
義
言
説」
こ
そ
「
能」
く
言
語
の
「
真

理
を
説」

く
と
力
説
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

と
い
う
の
も、

こ
の
「
如
義
言

説」
の
こ
と
が、
「
和
字
正
濫
紗」

巻
一
(
序
文)
に
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る。

金
剛
語
菩
薩
を
無
言
大
菩
薩
と
い
ふ
は、
言
の
実
相
に
達
す
れ
は、
言
す

な
は
ち
無
言
な
り。
是
を
釈
摩
詞
街
論
に、
五
種
の
言
説
を
明
す
中
に、
如

義
言
説
と
い
へ
り。
た
と
へ
は、
鏡
の
空
な
れ
は、
ま
と
か
な
る
形、
白
き
色

あ
れ
と、
万
像
を
う
っ
す
さ
は
り
な
き
か
こ
と
し(『
全
集』

第
十
巻
山
頁)。

こ
の
よ
う
な
『
釈
摩
詞
術
論』

に
引
か
れ
る
「
如
義
言
説」
へ
の
ゆ
る
ぎ
な

い
信
頼
は、

契
沖
の
内
面
に
お
い
て、

ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か。

そ
れ
を
解
く
手
掛
り
は、
「
初
稿
本」

に
見
え
る
次
の
箇
所
で
あ
ろ
う。

ω
顕
教
の
中
の、

経
論
に
も、

如
義
言
説
は、

無
為
の
真
理
に
か
な
ふ
よ

し
を
説
れ
た
る
事、

日
月
の
明
な
る
か
こ
と
く
な
れ
と
も、

言
断
心
滅
に

封
著
し
て、

柱
に
謬
せ
る
輩、

頭
を
め
く
ら
す
事
あ
た
は
す。

二
教
諭
の

引
証
の
文
と
も
を
み
る
へ
し。

守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経

騨…一一一
云
(「
全
集』

第一
巻
町
頁)

どんだん

こ
の
箇
所
は、
「
密
教」
(
真
言
宗)

と
対
比
さ
れ
る
「
顕
教」
の
徒
が
「
言
断

しんめつ
心
滅」
に
と
ら
わ
れ、
「
知
義
言
説」
に
目
覚
め
な
い、

そ
の
融
通
の
な
さ
を
非

難
し
た
も
の
で
あ
る。
そ
し
て
「
二
教
諭」
へ
の
注
意
を
促
す。
こ
の「
二
教
論」
と

は、
空
海
の
『
弁
顕
密
二
教
論』
(
弘
仁
六
年
〈
問〉

頃
成
立)
に
ほ
か
な
ら
な
い。

「
言
断
心
滅」

と
は、

言
葉
の
境
界
を
離
れ、

心
の
認
識
作
用
を
滅
し
た
境

地。

言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
も、

考
え
る
こ
と
も
(
心
に
思
う
こ
と
も)
で
き
な

い
境
地
を
い
う。

し
か
も、

こ
の
語
は
『
弁
顕
密
二
教
諭」

に
見
え
る
語
で
も

あ
る。

そ
の
用
例
を
示
そ
う0

・
故、
『
地
論」
『
釈
論」、

称三
其
離--
機
根-、

心
滅-
(『
弘
法
大
師
全
集』

第一
輯
山
頁)
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-
検
日、

顕
教
所
談
言
断
心
滅
之
境
者、

所
請、

法
身
毘
虚
遮
那
内
証
智

境
界
也
(
同
右
山間
頁)

こ
の
よ
う
に、

契
沖
は
「
言
断
心
滅」

と
い
う
語
を
『
弁
顕
密
二
教
論」

か

jー

ら
学
ん
だ。

と
す
る
な
ら
ば、
『
釈
摩
詞
術
論』

の
「
五
種
言
説」
も
『
弁
顕
密

二
教
諭』

に
見
え
る
次
の
一

節
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か。

龍
樹
『
釈
大
前
論』

云
「
言
説
有二
五
種-
(
中
略)

論
目、

言
説
有ν
五。

云
何
為ν
五。
一

者
相
言
説、

二
者
夢
言
説、

三
者
妄
執
言
説、

四
者
無
始

言
説、

五
者
如
義
言
説。
『
傍
伽
契
経」

中
作三
如ν
是
説旬
。

大
恵、

相
言

説
者、

所
謂、

執司
着
色
等
諸
相-
而
生。

大
恵、

夢
言
説
者、

念二
本
受
用

虚
妄
境
界一、

依ニ
境
界一
夢。
覚
己
知下
依ニ
虚
妄
境
界-
不
実よ
而
生。
大
恵、

執
着
言
説
者、

念二
本
所
聞
所
作
業-
而
生。

大
恵、

無
始
言
説
者、

従ニ
無

始-
来
執司
着
戯弘
明、

煩
悩
種
子
葉
習
而
生。
(
中
略)
知
義
語
者、

実
空
不

空。

空
実
不
実。

離ニ
於
二
相
\
中
間
不v
中、
不
中
之
法、
離ニ
松
三
相-
。

不ν
見=
処
所-、

如
如
如
説
故。

如ν
是
五
中、

前
四
言
説、

虚
妄
説
故、

不ν
能ν
談ν
真。

後
一

言
説、

如
実
説
故、

得ν
談ニ
真
理-
。

馬
鳴
萱口
議
拠ニ
前
四-
故、

作ニ
如ν
是
説-
離

言
説
相」
(『
弘
法
大
師
全
集』
制
1
棚
頁)

こ
の
一

節
に
関
し
て、
『
弁
顕
密
二
教
諭」
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
『
二一
教

諭
果
宝
紗』
(
寛
文
ロ
年
版)
は 、

是
釈
論
第
二
真
知
門
中
鉢
真
如
説
段
文
也
(
二
教
諭
上
口
筆
巻
之
十・
5
オ)

と
述
べ、
「
相
言
説」
を
法
相
宗
に、
「
夢
言
説」
を
三
論
宗
に、
「
執
着
言
説」

を
天
台
宗
に、
「
無
始
言
説」
を
華
厳
宗
に
そ
れ
ぞ
れ
擬
す
る
説
を
掲
げ
た
り
し

て
い
る(
巻
之
十・
9
オ
1
m
オ)。
契
沖
が
実
際
に
繕
い
た
「
弁
顕
密
二
教
論』
の

本
文・
注
釈
書
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か、
今
の
と
こ
ろ
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が、
『
二
教
諭
果
宝
紗」
な
ど
は
契
沖
の
自
に
触
れ
た
か
も
し
れ
な

信〉く短

も
ち
ろ
ん、

契
沖
は
同
じ
く
空
海
の
『
声
字
実
相
義」

に
「
相
・

夢
・
妄
・

無
始」

の
四
つ
の
言
説
を
「
妄
語」

と
呼
び、
「
如
義
言
説」

を
「
真
言」

と
呼

ん
で
い
る
こ
と
も
十
分
承
知
し
て
い
た
に
違
い
な
い。

若
知ニ
実
義-、

則
名=
真
言
\

不ν
知=
根
源-
名ニ
妄
諮問
。

妄
語、

則
長

夜
受ν
苦、

真
言、

則
抜ν
苦
与ν
楽。

誓
如ニ
薬
毒
迷
悟
損
益
不
同-
。

問
目。

龍
猛
所
説
五
種
言
説、

今
所
説
二
種一
言
説、

如
何
相
摂。

答。

相
・
夢
・
妄・
無
始
者、

属ν
妄
摂、

如
義、

則
属ニ
真
実-
摂
(「
弘
法
大
師

全
集」
第
二瞬
間
頁)

た
だ、
「
初
稿
本」
の
ω
の
用
例
を
見
る
限
り、

契
沖
の
「
五
種
言
説」
な
か

ん
ず
く
「
如
義
言
説」

の
主
張
に
は、

空
海
の
『
弁
顕
密
二
教
諭』

が
強
く
意

識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う。

か
つ
て、

私
は、
「
契
沖
の
漢
学」
を
考
察
す
る
場
合、

空
海
の
著
作
お
よ
び

注2

そ
の
注
釈
書
群
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
を
強
調
し
た
こ
と
が
あ
る。

契
沖
の
言
語
学
説
は、

す
で
に
築
島
裕「
契
沖
の
語
学
と
仏
書」
(
岩
波
書
庖『
契

沖
研
究」

所
収。
一

九
八
四
年)

が
指
摘
す
る
よ
う
に、

密
教
的
色
彩
を
帯
び

る。

契
沖
の
言
語
学
説
に
関
す
る
考
察
も、

ま
ず
空
海
と
の
関
連
を
考
慮
す
べ

注3

き
で
あ
ろ
う。
(
平
成
四
年
十一
月
十
日)

注
1

「
言
断
心
滅」
の
語
は 、
空
海
の
「
法
華
経
開
題』
『
法
華
経
密
号」
に
も
み

え
る 。

注
2
・「『

寓
葉
代
匠
記』
所
引
の
漢
籍
を
め
ぐ
っ
て」
(『
蔦
葉』
第
山
号 。
昭
和

回
年
5
月)・「『
寓
薬
代
匠
記」
と
『
性
霊
集
抄」

||「代匠」
との
関連におい

て
||」

(『
高
葉」
第
附
号 。
昭
和
白
年
7
月)

注
3

例
え
ば
「
六
合
釈」
は
『
声
字
実
相
義』
に
み
え
る 。

||
愛
知
大
学
助
教
授

||

(
平
成
四
年
十一
月
十
二
日
受
理)
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